


まえがき

   私は電子書籍として、第1作「戦争は怖い！」に続いて、昨年（2015年）第2作「テロ
をなくす」、第３作「みんな生きる」、第4作「みんな目覚めた」を公開したが、それ
は安倍内閣の解釈改憲を明らかな憲法違反としてとらえ、その後の安保法案審議や強

行成立の経過に沿って公開したため、昨年は電子書籍にかかり切りだった。

　第1作から第4作まで、若い人たちに読んでいただき感謝している。概して好意的な
反響で、「若者が目覚めた」と感じている。中には選挙の当日の朝、投票先についての

相談もあった。

　安保法案は成立したが、次の参議院選挙が楽しみである。18歳以上の男女に選挙権が
与えられ、新有権者の投票が選挙を変えることも可能になった。若者はこれから長く生

きられる。長い人生を楽しく過ごすかどうかを自分たちで決められるのである。これが

民主主義の良いところである。

　私は今年の年男で3月には84歳になるが、自分の人生が歴史とともに歩んできたとい
う実感がある。歴史に学ぶことは大切だが、権力者の作った歴史はその権力者に都合よ

く伝えられることが多い。私が中学2年の太平洋戦争敗戦のときまで学校で習った日本
の歴史は当時の「★皇国史観」である。自国に都合よくできており、私はそれをそのま

ま信じ込んでいたのである。

　一方、私が実際に生きてきた、いわば一庶民の民衆史がある。私自身がどう生きてき

たか、どう感じたか、どう考えたかということである。記憶違いがあるかもしれないし

、まして民衆史の代表でもない。私は歴史学者でも研究者でもないが、実際に日本の現

代史の中で生きてきたことは確かである。こういう一庶民が自分の経験をもとに、日本

の現在および将来について自由に発言することは民主主義にとって大事なことと思って

いる。

　私は中学2年まで（日本の敗戦まで）学校で習ったことはすべて正しいと思いこまさ
れていた。当時は中学1年から行ける「陸軍幼年学校」があった。私の同期生の中の頭
脳明晰・体力優秀な者は教師からすすめられたという。私はひよわで体力がなかったせ

いかすすめられることはなかったおかげで長生きできたのである。つくづく子供のころ

の教育は怖い、大事だと思う。テレビ等の報道により、今でも少年兵が存在することを

知り、彼らはどういう教育を受けてきたのか、もともと学校に行っていないのではない

かと心配になる。

　私が中学2年の夏まで受けてきた教育の実態は、一言でいえば兵隊になるための教育
であった。軍国教育であった。1945年太平洋戦争の敗戦とともに民主主義教育に変わ



った。180度の転換である。自ら体験したその実態を若い人に伝えるのが私の義務であ
ると思っている。その上で若い人がどう判断しどう行動するかは若い人たちにおまかせ

する。

 
 ★皇国史観（こうこくしかん）小学館発行「日本歴史大事典」による
　　アジア太平洋戦争期にいわば国教化した天皇中心の超国家主義的日本史観。国体と

それを基軸として展開してきたとみる日本歴史の優越性を強調し、「大東亜共栄圏」思

想に歴史的裏付けを与えようとした。その意味で皇国史観は非科学的であるのみならず

、独善的な自国中心の歴史観で、天皇制と帝国主義を支えるイデオロギーであった。（

以下略）　 
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第1章　私も民衆史の生き証人

１.　軍国少年として教育され
　　小学校1年から３年までは男女共学で隣の席はいつも女子であった。4年からは男だ
けの組となり、剣道や柔道が体操のほかに正課として取り入れられたように思う。私は

チビで運動神経が鈍かったので、剣道も柔道も好きになれなかった。日本は四方海に囲

まれた海の国なので、男は泳ぎが達者でなければならないとの教育方針から、泳げる者

も泳げない者も背の立たないプールに投げ込まれた。私は当時泳げなかったので、順番

がくるまで怖くて震えていた。とうとう自分の番がきて投げ込まれたが、アップアップ

するばかりで溺れかかった。水を飲んでもうだめだと思ったころ、泳げる人が飛び込ん

できて助けてくれた。荒っぽい教育であった。

　教科書の中には戦争の話があったが、今でも思い出すのは、「死んでもラッパを離し

ませんでした」という、ラッパ卒の話であった。軍隊の生活は起床ラッパから始まり、

消灯ラッパで一日が終わる。起床ラッパは「起きろよおきろ　起きないと班長さんに叱

られる」と聞こえ、消灯ラッパは「新兵さんは可哀想だね　また寝て泣くのかね」と聞

こえると聞いたことがある。突撃ラッパが鳴り出したら、兵隊は生命の危険を顧みず敵

に向かって突撃するように命令されていた。突撃ラッパを吹いていたラッパ卒が敵弾に

打たれたが「死んでもラッパを離しませんでした」。軍国少年として教育を受けていた

私はこの話に感激し、自分もこうなりたいと決心したことを思い出した。

　音楽の時間には、広瀬中佐などの軍歌を載せた教科書により、戦意高揚のための歌

を習った。80歳を超えた今でも、カラオケ会をやると昔おぼえた軍歌が出てくることが
ある。

  小学4年（1941年）の12月8日、日本はアメリカ・イギリスと戦争を始めた。その日の
朝礼で校長先生より訓示があり、そのことを知った。私の生まれる1年前1931年から満
州事変（中国との戦争）があり、その上アメリカ・イギリスと戦争を始めたのだから、

大人たちは大変なことになったと言っていた。校長先生の訓示を聞いて、どういうわけ

か武者震いしたことを覚えている。日本は神の国だから、戦争には必ず勝つと信じ込ま

されていた。

  開戦の理由として聞かされていたことは、欧米諸国の長年にわたる植民地支配である
。アジアの人々を搾取から救い、独立を助け、ともに繁栄する「大東亜共栄圏」を目指

すと教えられていた。日本をABCDラインが取り囲み石油の輸出を禁止したことから、
自衛のために立ち上がったと聞かされていた。Aはアメリカ、BはBRITISHイギリス、C
はCHINA（中国）、DはDUTCHオランダで、中国をのぞいて、石油生産の植民地をア



ジアに持っていた。私は中学2年生まで、それまで教えられたことを信じ込んでいた
。小学校の頃の子供の教育は、一生ついてまわる影響力が大きいだけに大事にされなけ

ればならない。私の体験したこのころの軍国教育は今後将来にわたって誰にも受けさせ

たくないと思っている。

 
  2 .　中学2年（1945年）の夏敗戦
　太平洋戦争の初めの半年くらいは勝ち続けていたが、だんだんに国力の差が出てきて

、負け戦が多くなった。私は歩いて通える男子だけの私立中学に入り、軍国少年として

の教育を受け続けた。中学1年の夏休み、全員1週間か10日間の合宿訓練を受けた。富士
山の裾野の今の大演習場で、夜は真っ暗になった。構内の夜回りと宿舎の玄関での立哨

があったが、こわくてこわくていたたまれなかった。昼は匍匐前進（ほふくぜんしん）

夜は夜間行進があった。疲れているはずなのに、夜は南京虫(しらみの一種）に刺され
、かゆくてかゆくて眠れなかった。翌朝畳が真っ白になるほど殺虫剤をまいたら、喉を

やられて声が出なくなった。

　1945年3月10日、米軍の東京大空襲を受け、一夜にして10万人の命をうばわれた。学
校も焼かれたが、ちょうど学年末の試験だったので、当時住んでいた代々木八幡の近く

から芝公園の学校まで歩いて行った。1時間以上かかったが学校は焼け落ち、まだ異臭
に満ちていた。その時の光景は忘れられない。その後、家も焼かれて住むところがな

くなったので、母の里山形県に疎開した。山形県の中学に転校したが、農繁期には農家

の手伝いのほか、時々松根油掘りに動員された。石油が入手できなくなったので、松

の根っこの油で飛行機を飛ばすといわれた。中学2年の子供が松の根っこ掘りに動員さ
れるようでは、戦争の勝ち目はないと思うが、当時は真剣であった。最後には神風が吹

いて、日本が勝つと真剣に思っていた。

  1945年8月15日私の中学2年の時戦争は終わった。敗戦に終わったのは悔しかったが、
空から爆弾が降ってくることも、うちを焼かれることもないと思ったら嬉しくなった。

ほっとしたのは束の間であった。初めて戦争に負けたのでどうされるのか誰もわから

ない。「男はみんな殺される、女はめかけにされる」という噂がたったことがあった。

「北海道はソ連、それ以外はアメリカ領にされる」という噂もあった。

　アメリカを中心とした連合軍が占領することになったが、山形県にも飛行場が必要と

なり、滑走路をつくるために県内の中学生が動員されることになった。巨大な石のロ

ーラーを大勢の中学生が引いて滑走路をつくるのである。アメリカ軍の兵士が機関銃

をもって監視する中で、2〜3千メートル引っ張ると引き返すという単純作業を一日繰り
返すのである。「殺されるよりいいか」とぼやきながらやったのを覚えている。80歳を



越えた今でも、酒に酔うと「山形空港は俺が造った」というほど、わが人生の忘れられ

ない重要事項となっている。

　　戦争は終わったが、東京の家は焼かれたままで帰るところがない。しばらくは山形

でお世話になるしかなかった。米蔵を借りて一家住んでいた。父の友人の好意で、東京

に戻れるようになったのは、終戦後かなりたってからであった。

 
３.　民主主義教育に代わった
　占領軍の政策はそれまでの軍事教育から民主主義教育への大転換であった。戦争は

終わったが、学校の校舎は焼けたままであった。焼け残った校舎を借りて授業をする間

借り授業が当分続いたが、休みの日には旧校舎の焼け跡整理を行うこともあった。戦争

が終わって数か月もたってから、校舎の焼け跡にあった不発弾に触れて爆発、同期生２

人が死亡、数人が大やけどという大惨事があったことを、私は復学後に聞いた。戦争は

終わった後も影響が残ることを知った。

　木造２階建ての校舎が母校跡地に立ち、復興祭が行われたときは嬉しかった。もうこ

れでよその学校を気兼ねしながら借りることもないと思った。建物は建ったものの当時

はガラスがなかった。窓際の生徒は嵐のときは傘をさして授業を受けたこともあった

。教科書も印刷・製本が間に合わず、占領軍の命令により、軍国的な部分は黒線で生徒

が各自消すという作業をやった。その後学制改革が行われ、現在の6334制になった。
私たちは旧制の中学4年生から新制の高校2年生になった。
　　驚いたのは先生や親たちの大人の変わりようであった。戦争中は「鬼畜米英」と言

っていた大人たちが終戦後は見事変身し、民主主義になり、アメリカの悪口を言わな

くなったのである。大人は信用できない、と心の底から思うようになった。大人は信用

できないと子供たちに思わせる社会は、いつの世でもろくな社会ではないと思う。戦時

中の教育に問題があったといわざるをえない。子供たちが安心して教育を受けられるよ

うにするのが大人の責任である。ノーベル平和賞を受けた少女マララさんの言う通りで

ある。

 
４.　政府のいう言葉は信用できない
　戦争中、戦況が不利になったことを国民に知らせたくないと思ったのであろう。退却

といえば、戦争に負けて逃げたことと誰でもわかるが、そういう場合、転進（てんしん

）と言い換えて発表された。これでは勝ったのか負けたのか、はっきりしない。転進が

続くと玉砕（全滅）となることが国民にもわかってきた。

　空襲で家を焼かれて住むところがなく、やむをえず親類を頼って田舎暮らしをしたが



、そういうことを「疎開」といった。家を焼かれてゆくところがない状態を「疎開」と

言い換えるのだから、子供心に政府や大人は信用できないと思っていた。実態は「疎開

」という名の難民であった。空爆で家を焼かれたという点ではシリヤの難民と同じで

ある。日本ではその後も、企業の公害による難民が発生し、今でも原発による避難住民

という名の難民がなつかしの我が家に帰れない状態が続いている。お互いいつ難民にな

るかわからないのである。今の難民をおちょくる気にはなれない。私は家を焼かれて難

民になったが、疎開先が日本語の通じるところで良かったと思っている。

　最近、「一億総活躍」という言葉を聞くが、私の世代では「進め一億火の玉だ」と戦

争を始め、結局敗戦となって「一億総ざんげ」した記憶につながる。戦争を始めた責任

はだれもとらないということである。一億なんとかということは全体主義（全体のため

に個人が犠牲になる）であり、ひとりひとりが大事にされる民主主義とは正反対の内容

である。

　「積極的平和主義」という言葉もまやかしと思われる。言葉の裏にある真意を絶えず

警戒しなければならない。秘密と指定されればそれ以上つっこめないと思っている人が

多いが、我々国民は主権者である。選挙でひっくり返すことができる。「集団的自

衛権」、「原発の再稼働と輸出」、「武器の輸出」、「アベノミクス」これらもうさん

くさいことで、政府の真のねらいを主権者である国民は用心深く考え、今後の時代の潮

流を見極めなければならない。私は80歳を越えて長生きし、日本の歴史をその中で体験
してきた。1945年夏までは帝国主義、国家主義の右寄りであり、敗戦後は左寄りとなり
、最近はまた右寄りになったと感じている。国も国民も極端に左右にぶれると感じて

いる。日本や世界の人類が目指すべき方向は「人類普遍の原理」であると思われるが、

「人類普遍の原理」とはなにかを次章で探ってみたい。

 　



第2章　人類普遍の原理を探る

 
1.  国としてぶれないために 

 　国としての、国民としての目指す方向性が、時代や国際情勢によりぶれることは避

けなければならない。いつのどんな時代でも、目指す方向性が変わらないことは大事な

ことである。いつのどの民族の人でも目指してきた「人類普遍の原理」のようなものが

あれば、それを目指すことになる。前章でふれたように、我々日本人は右にぶれ、左に

ぶれてきたと、たった80年の人生でも感じてきている。ちょうど子供から大人への成長
期にぶつかった私はその「ぶれ」に翻弄されてきた。変化の時期にぶつかった人生は面

白い反面、その対応に追われる羽目になった。軍国主義と民主主義では目指す方向

が180度も違う。これからますます変化のスピードは速くなり、これからの子供は生き
るのがますます大変になることが予想される。私が生きている間に「人類普遍の原理」

を探求して、少しでもこれからの子供たちの人生にプラスになれば、私の人生も捨てた

ものではないと思った。

 
２.基本的人権の尊重 

　人類の歴史をみれば、先人たちの追い求めた方向が分かるかもしれない。その中に「

人類普遍の原理」のヒントがあるかもしれない。強力な王権に対抗して、庶民一人ひと

りの人権を尊重する世の中を目指してきた先人たちがいる。18世紀末のフランス革命を
はじめ、幾多の先人たちは血みどろの戦いで基本的人権を尊重する世の中の実現を目指

した。「基本的人権の尊重」は「人類普遍の原理」の第一と私は思っている。

   私は中学2年の時、太平洋戦争の敗戦により、天皇を中心とした国家主義から個人の
人権を尊重する民主主義へと変わる変化の中を生きてきた。国のために死ぬ教育から、

基本的人権の尊重の社会へと180度の転換を、身をもって体験したのである。「基本的
人権の尊重」は人類がいつの時代でも、どこの地域でも目指すべき「人類普遍の原理」

の一つに違いない、と思った。「基本的人権の尊重」という点で、世界にはいろいろな

段階の国や地域があるが、今や「基本的人権の尊重」に異議を唱える人も国も民族もい

なくなってきたと言ってもよいのではないか。国連にも人権の尊重を推進する機関が

あり、国連加盟国から支持されている。それだけ人類は精神的に成長してきたといえる

のではないか。

 
３.人類は平等 



　「人類普遍の原理」の第2は、「人類は平等」ということである。人種・宗教・肌色
・性別等に関係なく平等ということである。明治政府が長年の鎖国をやめて開国したと

ころ、アジアの大半は欧米諸国の植民地になっていたことにびっくりした。日本が植民

地にされるのを防ぐために、明治以降の日本政府は欧米諸国の制度に学ぶとともに、富

国強兵に努めた。私は小学校時代に習った地図を覚えている。フイリピンはアメリカ、

インドネシアはオランダ、ベトナム・ラオス・カンボジアはフランス、マレイシア・シ

ンガポール・インド・パキスタンはイギリスの植民地であった。中国の沿岸部は欧米諸

国の租借地として虫食い状態であった。それが1945年夏の太平洋戦争終了後つぎつぎと
独立、現在のようになった。欧米諸国が二度の世界大戦で疲弊していたこともあるが、

国際世論として、人類は平等、植民地支配は悪とされたからである。

　「人類は平等」は今や国際常識となっているが、実際には制度や法律や慣習によって

さまざまな段階にある。他国の実態はわからないが、日本ではいまもって男女格差が存

在すると言われている。

 
4. 平和がすべて 

　「人類普遍の原理」の第3は「平和」である。陸続きのヨーロッパでは、これまでに
何回となく戦争が行われ、お互いに多大の犠牲を払ってきた。EUはそういう経験から
できたものであろう。20世紀には二度の世界大戦を経験し、戦争の悲惨さを身をもっ
て知っているので、国際連盟、国際連合と二回も世界組織をつくってきた。第3次世界
大戦のあとでなければ、恒久的な世界平和は無理だろうという人もいるが、今度大規模

な戦争となれば、全人類を殺せるだけの核爆弾の出番となり、人類全滅を覚悟しなけれ

ばならない。そんなことをやるほど人類はバカではない。

　EUのような国際組織が地球上の各地にうまれ、平和が保たれるのが21世紀である。
「20世紀が戦争と破壊の世紀」とすれば、「21世紀は平和と環境の世紀」にしなければ
人類に未来はない。未来の地球で生きる若者たちには生きる基盤が必要である。こうい

うことに若者たちが目覚めたのである。日本だけではなく、世界の若者たちが目覚めた

のである。

 
５． 若者国際連合

　「人類普遍の原理」の第1は「基本的人権の尊重」であり、第2は「人類は平等」で
ある。ここまでは国際常識として、今ではそんなに異論はないように思われるがどうだ

ろうか。第3の「平和」となると、複雑な要素がからみあって、「人類普遍の原理」の
一つであると、現在は言い切れないかもしれない。国対国という従来の戦争であれば、



そうならないための方策も立てやすいが、テロという相手が分からない場合は、交渉す

るのも難しいかもしれない。電子書籍第2作「テロをなくす」でも考えたが、空爆でテ
ロを根絶することはできない。「テロリスト捕えてみれば自国民」という状況の中では

、欧米先進国がテロを生む原因のひとつである格差とどう取り組むのか、取り組まない

のか明確にして、地道に長くかかわることが大切である。

　現在はまだ「平和」が「人類普遍の原理」の一つであるとは言い切れないかもしれな

いが、第1の「基本的人権の尊重」、第2の「人類は平等」が実現しても、いったん戦争
になれば、そんなことは吹っ飛んでしまうことは人類がこれまで何回も経験してきたこ

とである。戦争の悲惨さ、怖さ、ばかばかしさはみんなよく分かっている。戦争になれ

ばもっとも生命の危機にさらされる若者たちが気づいたのである。若者国際連合が発足

すれば、恒久平和が実現するに違いない。日本の若者たちにその音頭取りを期待して

いる。いろいろなしがらみの中で、もがき苦しんでいる中高年に期待しても無理であ

ろう。「自分たちの未来は自分たちでつくる」これが現代の若者である。

 
６. 若者におまかせ 

  「若者国際連合」を提唱したが、現在の国連の中の組織の一部とするか、全く新しい
世界組織として発足するか、若者を何歳以下とするかなどは、現在の若者たちにお任せ

したい。いろいろなスポーツ競技の中には、「U３０サッカー」大会、「U２８ベー
スボール」大会など、世界の若者のための大会がある。大学生や高校生のためのスポ—

ツ大会もある。世界の若者のための国際組織「政治・経済版」をつくるのである。

　現在の国連の中の組織とする場合は、第2次世界大戦の戦勝国に都合よくつくられて
いるため、その後の独立国・加盟国には不満な部分があること、国連発足後70年も経過
しているため現在の国際常識に合わない部分があることも知っておきたい。

　一番長く生きられる若者が希望を持って楽しい人生を送れるようにすることが、人類

にとって最も大切なことである。

 
７.現憲法は「人類普遍の原理」に満ちている
　現憲法の特徴を3つ上げれば、①平和主義、②基本的人権の尊重、③人類は平等（民
主主義）となろう。これらは「人類普遍の原理」として、人類が長年にわたって、血み

どろの戦いをして追求してきたことである。ぶれるはずがない。  現憲法は、先人たち
が長年にわたって追求してきた人類の理想の姿をまとめたものであった。

　我々もこれらを常に追求してゆけば、ぶれることはない。迷うことはない。先人たち

も喜んでくれる。これからの若者たちも生き生きと希望を持って人生を全うできる。こ



ういう世界の実現のために命をかける方が、意義があると思うし、かっこいいのではな

いか。



第3章　環境問題は話し合いで

 １.　環境問題は待ったなし
　「人類普遍の原理」に加えたいものがある。これまで人類が我欲に任せて自然環境を

汚し、破壊し、天然資源やエネルギーを使ってきたツケが回ってきた。もうこれ以上自

然環境を破壊すれば、人間自体が生きてゆかれなくなる恐れが出てきており、天然資源

やエネルギーも枯渇寸前だという。

　　人間の出す二酸化炭素により地球温暖化が進み、北極・南極の氷が解け水没の恐れ

が出てきた島国がある。最近の異常な天候も、自然をむさぼってきた人類の生き方に原

因があると説く人もいる。放射能が空気を汚染し、人類の生存に影響があることを知っ

ていながら、原子爆弾や原子力発電所を作り続けることも問題である。

　「環境問題は待ったなし」であることを知っていながら、真剣に対策を講じない人類

の方に問題があることは明らかであると言われている。戦争は最大の環境破壊であるが

、一向に戦争を止めようとしない。人類に残された時間はあまりない。

  2015年風力発電が原発を越えたというニュースがあった。もはや世界は原子力発電よ
りも再生可能な自然による発電の方に力を入れ始めている。それが世界的な傾向とな

った。日本はいまだに原発に力を入れて輸出にも力を入れている。福島の原発事故の原

因も明確にならず、対策も後手になっているのに、首相自ら輸出に奔走している姿は各

国にどう映っているのだろうか。自然からの恵みを、日本も取り入れたいものである。

　最近、異常気象に関する国際会議が行われ、今後も話し合いを継続することになった

という。この動きを加速して適切な対策を早急に取ることを期待したい。「待ったなし

」である。

 
２.  人類は自然の一部
　　西洋流の考え方・生き方では自然を破壊し、人間社会が自然を利用するようだが、

この生き方は限界にきたといえる。

   これまでの人類の歴史をリードしてきたのは西洋であった。しかし、自然を征服の対
象と考えてきた西洋流の生き方を、全世界の人々、国々が行なったら、自然環境の破壊

・汚染の面でも、資源・エネルギーの面でも、人類は生きてゆけるかどうかの瀬戸際に

きている。欧米人の中にも、こういう考え方になってきた人が増えている。これまでの

西洋流の生き方は、人間中心であり過ぎ、他の動植物との共生をあまり考えていなかっ

たとの反省の空気が出始めている。

　　人間の欲にはきりがない。もっと良い生活がしたい、もっと早く、もっと快適に、



もっと豊富にという人間の思いが文明の進歩に貢献してきた面も確かにあるが、その結

果そういう生き方を地球上の全員が続けたら、人類は生きて行けないこともわかってて

きた。。

　　人間は自然の一部であり、他の動植物を含めた自然と共生し、同じ人間同志平和に

おおらかに共生してゆくことが求められている。こういう思想を広め、多くの人が日常

生活の中で実践してゆくことが、人類を救い、地球を救うことになる。こういう思想を

広め、自らも実践する人が21世紀の若者である。こんなやりがいのある仕事はほかにあ
るだろうか？

 
3.  人類は長らく理想の社会を追求してきた
　人類の歴史を振り返ってきたが、人類は長らく理想の社会を追求してきたことがわか

った。まだまだ理想には遠いが、何千年かかっても、ゆっくりとしかし着実に理想の方

向を目指してきたことは確かである。西洋流のやり方が世界をリードしてきたことも確

かである。

　まず、強固な王権に対して「基本的人権の尊重」される社会を目指し、次いで植民地

支配を悪として、「人類は平等」という思想を確立した。次は「平和」の番である。人

類を全滅させるだけの核兵器を人類が保有したことがキッカケになるという皮肉な過程

はあったが、自分も自分の子孫も破滅させるとなれば、誰もその発射ボタンを押す人は

いない。全人類を道づれになどと考える不届きな人が出ないようにすればよいのである

。それには「人類は平等」を徹底し、経済格差をなくす方向を目指し、だれもが希望

をもって生きられるようにすれば良いのである。その上環境問題に熱心で、全人類が生

きてゆけるように方向づけをするのが、21世紀以降の世界をリードする思想である。
　日本では１８歳から選挙権があることになったが、若者が選挙の時に必らず投票に

ゆき、「人類普遍の原理」を実現するまたは近づく政策を掲げる人を選べばよいので

ある。これだけで日本も世界も確実に変わる。日本の若者だけでなく、世界の若者が目

覚めた。21世紀は若者が目覚める世紀である。
 
　　

　

 
 
 



第4章　格差是正は急務

１．　格差は諸悪の根源

　現代は格差に満ちている。「人類は平等」という非常に高度の国際常識を認めながら

、毎日の生活の中で実感するのは、食うに食われず、住むに住まわれぬ苦しい貧困状態

の中に大勢の人がいるという現実である。地球上70億の人の中で、わずか1パーセント
の富裕層が、人類の持つ富の50パーセントを占めていると聞いたことがある。貧困に苦
しむ人達から見れば、「人類は平等」とはとても思えない状況にある。自由に任せる、

市場に任せるという資本主義のもとでは、格差は広がるばかりであることがすでに実証

されている。100年も前にマルクスがその著書「資本論」で述べた通りである。マルク
スが指摘したあと、人類はご丁寧にその通りやって、その通りの結果になったのが現在

である。

　格差は他のいろいろな要素と結びついて、今や戦争やテロの原因ともなっている。人

類が自ら招いた諸悪の根源となっている。

 
２．　新自由主義では格差は是正できない

　20世紀末に社会主義国の元締めであったソ連が倒れ、資本主義が残ったことで、資本
主義が社会主義に勝ったと錯覚した人も大勢いる。資本主義が勝ったのではなく、格差

が広がるという資本主義の欠点はそのままであった。資本主義をさらに徹底した新自由

主義を採用する国が多かったが、格差の広がる欠点はさらに拡大されて、ますます格差

が広がってきたのが現在である。新自由主義では、大企業や富裕層を優遇すれば、大

企業は利益を賃上げや新規事業への投資に向けるだろう、富裕層はすこしはみんなに取

り分をまわすだろう、これをトリクルダウンというと理論づけした。日本も親分のアメ

リカに習い、この新自由主義理論を取り入れたが、この理論は人間の欲には限りがない

ことを忘れていた。その後大企業の内部留保は増え続け、富裕層は税金逃れに知恵を

絞り、格差は広がるばかりであった。自分の所にいったん入った金は一円たりとも出し

たくない人間の業（ごう）を考えていなかったのである。

 
３．人間の欲にはきりがない

　もっと早く、もっと快適に、もっと豊かにという人間の果てしなき欲望が我々の生活

を便利にしてくれた、文明を進歩させたというプラス面もあったが、そのために環境を

破壊し、資源を枯渇させるという面もあったことにようやく人類は気付いたのである。

科学者や宗教家はずっと以前からそれを指摘し警告を発してきたが、最近になって一般



の人たちがようやく気づいた。

　数字という魔物がある。人類が数字の存在を知ったのはずっと以前であろう。それ以

来人類は数字にたより、数字を目標にしてきた。数字は人間の欲にぴったりのところが

ある。数字は０を増やしてゆけば、いくらでも増え続ける。きりのない人間の欲と同じ

である。一億円溜まったら、次は十億円、その次は百億円、1千億円、一兆円・・・・
・ときりがない。いったん数字の魔術にはまったら、とことん数字にとらわれるように

なる。きりがないということは、欲と同じで、いつになっても満足できないことになる

。一生不満を抱えて生きることになる。世間から見れば成功者であっても、本人は一生

不幸と感じる。 企業経営は通常数字で表現される。ここに数字の持つ魔術との付き合

いが始まる。経営者は数字の持つ魔性を常に忘れず、世のため人のために事業を通して

役に立つ謙虚さが求められる。

 
４．　格差減少が急務

　現在われわれ人類が抱えている問題点の多くは、その原因に格差がかかわっている。

人種間・同民族の中での格差をなくすことが理想だが、すくなくとも格差を現在よりも

減らす努力をしないと人類は破滅の方向にゆくおそれがある。格差減少が急務であり、

「人類は平等」を実感できる世の中の実現に向けて、地道な努力を続けることが必要で

ある。

   欧米社会と他の社会との格差を減少する努力を続けることが国際社会に求められて
いる。国連を通じて、格差減少の努力は続けられているが、実感を得るまでは至ってい

ない。私は、以前の原稿で、旧植民地の生活水準が旧宗主国の生活水準と同じくらいに

なるまでは、旧宗主国の責任であると述べたが、熱心にその努力を続けている国もあ

れば、不十分と言わざるを得ない国もある。旧宗主国は植民地支配を通して、格差を助

長してきた面があり、その責任はとらなければならない。これで、かなり戦争が減るこ

とにつながると思う。

　同じ国の中でもかなりの格差があると感じている人は多い。その格差は広がる一方で

、希望の持てない若者が多くいることも事実であろう。「テロリスト捕えてみれば自

国民」という現実をみれば、格差に絶望している若者がかなりいることが推測される。

　要は、大企業や富裕層寄りの政策をとり続ける限り、格差は広がると感じている人が

多いということだろう。定期的に国政選挙のある民主主義国家では、有権者が従来の政

策をとり続けると表明している人や政党には投票しないことである。

　私は、これまでに述べた「人類普遍の原理」に近づく公約をしている人や政党に投票

している。少なくとも、親子代々政治家という候補者には、貧乏人の生活や格差の実態



は分からないと思っている。民主主義国で政治家を目指すのであれば、国民の生活実態

や気持ちに寄り添う覚悟が大切である。そういう人を選びたい。勇ましい発言をする人

や候補者の写真でこぶしを握り締めている人を私は敬遠している。そういう人達がこの

国を誤った方向に導き、国民を悲惨な目に合わせてきたことを体験してきたからだ。わ

れわれはもっともっと賢くならなければ、われわれの未来は希望を持って語れないと思

っている。これは私自身の自戒と反省の言葉である。

 
5.   格差是正の具体策の提言相次ぐ
　人類にとって、格差是正が急務と感じている人が多くなってきた。資本主義は格差を

広げ、人類の抱えている問題をより複雑にすることが分かってきた以上、その解決策を

提言する学者や研究者が多くなってきたことは当然である。ピケテイ氏をはじめ多くの

学者がいろいろな提言をしている。

　私は専門家ではないので、日本ではどういう政策が有効なのかわからないが、少なく

とも我欲に任せてはいけないとだけはいえる。良い生活をしたいという欲がこれまで

文明を推進してきたが、環境や資源の面から見ても、格差是正という面から見ても、欲

を抑制する（コントロールする）ことが必要になったといえる。

　「吾唯足るを知る」という禅の言葉があるが、欲のコントロールは人生にとって重要

なことである。人間の欲望にはきりがないから、足りない足りないと常に不満をもって

生きるよりも、満足感を持った方が快適な人生になるという教えだと聞いている。

　人間には、平等を求める気持ちと、お隣さんよりも良い生活をしたいという格差歓迎

の気持ちが同居している。難しく複雑な動物である。あらゆる面で平等とはいえないが

、多少の格差はやむを得ないという気持ちもある。人それぞれ基準が違うから大変なの

である。しかし今の格差はひどすぎると思う人が多すぎる。格差是正は急務である。

 
6.  自由・平等・博愛の三色旗
　1789年のフランス革命では、人類は自由・平等・博愛の3つを求め、その旗印も赤
・白・青の三色であったと聞いている。資本主義は自由経済で、誰でも自由に仕事を

やり、どんな事業でどれだけ儲けてもいいとなれば、ごく自然に格差が生じる。社会主

義は平等を求めるため、事業をするのに制約がある、国が計画をすることが多いが、能

率が悪い。もともと自由と平等は相反することで、調和することが難しい。しかし、自

由もほしい、平等もほしいというのが人間である。

　これからは三番目の「博愛」の出番である。人類史の新しい局面に入るのである。博

愛の精神で、隣人・隣国とつきあい、争い事をやめ、同じ時に同じ地球の上に生きるこ



とを共に喜び、楽しく人生を送る、先人たちは三色旗にそういう願いを込めたのであ

ろう。



第5章　世界の若者が目覚めた

 
１．日本の若者が目覚めた

　18歳から選挙権があるようになり、日本の若者が目覚めた。18歳から選挙権を与えな
がら、政府は高校生の学校以外での政治活動を届け出制にすることを自治体や各学校の

判断にゆだねることにしたという。選挙権を与えるということは、18歳にもなれば政治
的な判断ができる年齢ということであろう。学校以外で政治的な会合やデモ行進に参加

するかどうかを、自分で決められる年齢と判断したから18歳以上としたのであろう。
　届け出る必要なんかないというのが私の判断であり、多くの若者の判断である。政府

・与党に都合の良い投票をしてくれるから、選挙年齢を18歳まで下げたのではないだ
ろう。素直に考えれば、そのようにとれるのである。

　若者たちは目覚め、このまやかしに気づいたのである。自分たちはだまされかかって

いる、政治家の言うことは信用できない、もっと政治の勉強をしてだまされないように

しよう、と思ったのである。自分たちの都合の良いように、若者たちを従わせようとす

るからくりに気付いたのである。

　私は子供のころの教育を信用しきっていた。敗戦後ちょうど大人になるころ少しづつ

本当のことが分かってきた。子供のころの教育は何らかの形で一生ついて回る。私の

場合、80年以上生きていても、中学2年まで学校で受けた教育の影響がどこかに残って
いる。怖いものだ。

 
２．　選挙権を与えるなら政府批判も自由に

　今回18歳から選挙できるようにしたのなら、学校外での政治活動も自由にしなければ
整合性がない。届け出制などと姑息なことを考えるから、若者たちに、政府の本音が見

透かされるのである。正しい政治判断を期待するなら、中学生くらいから、学校の中で

少なくとも憲法と現代史（明治以降）は教えるようにしたいと、私は思っている。その

上で若者たちがどういう政治活動を行うのか行わないのか、どういう候補者や政党に投

票するかは若者任せである。当然のことながら、政府批判も自由にしなければ、つじつ

まが合わない、と思う。国民が主人という民主主義では当たり前のことである。

  2016年2月28日東京新聞朝刊サンデー版に、「若者の選挙権」と題する特集記事があ
った。「20歳以上だった選挙権年齢が引き下げられ、2016年夏の国政選挙から、18歳
と19歳が投票できるようになります。世界の状況と比較しながら、日本での有権者拡大
の歴史や投票率などを通して、引き下げの影響などについて考えてみましょう。」と



あり、「世界の9割が18歳から」という中見出しのあと、「中高年層と若年層の投票率
、差が大きい日本」と続いていた。

　　日本では太平洋戦争の戦前までは25歳以上の男子だけ、それもある時期までは一定
額の納税者だけに選挙権があった。日本人だけで310万人の犠牲者をだして敗戦し
た1945年から、男女とも20歳以上に引き下げられたという歴史がある。女性が選挙権を
得たのは、それ以前の主に女性先人たちの血みどろの戦いの末であった。

　　選挙権年齢の引き下げはそれ以来の事で、今回の引き下げによって、あらたに240
万人の若者が加わることになった。その新聞記事には、日本大学教授で日本選挙学会理

事長の岩渕美克氏の「根気よく主権者教育を」と題する文章が載っていた。

 
3.  「お任せ政治」の犠牲者は若者
　若者の投票率が低いといわれているが、民主政治で投票に行かないということは、若

者が自分の現在と未来を政治家に「お任せ」ということの意思表示ととられるのである

。選挙で当選した、政党であれば選挙に勝ったとなれば、国民から全て「お任せ」され

たと自分たちに都合よく考えるのである。あとは自分たちのやりたい放題にやるだけと

勝手に考える政治家が多い。

　選挙のときに、公約の中に入れたかどうかなど忘れて、すべて任されたと思うのが従

来の「お任せ」政治の時代の政治家の特徴である。選挙のときにはわざと避けておいて

、選挙に勝ってから強引に性急に言い出すという、ずるいことをやる政治家もいる。選

挙のときに、じっくり公約を比較検討して自分と自分の子孫たちの人生に良いと思う人

を選ぶことが大切である。

   そういう候補者がいなければ、それにできるだけ近い公約の候補者を選ぶなどの場合
もあろう。投票に行かない棄権はもっともいけない。全てお任せととられる恐れがある

。いろいろなしがらみにがんじがらめになっている中高年層は、しがらみの意向を忖

度（そんたく）して投票することがあるかもしれないが、しがらみのない、またはしが

らみの少ない若者たちは、自分の現在と未来を良くすることだけ考えればよい。若者た

ちがふだんから自分たちの現在と未来について考え、話し合っていれば、選挙のときに

あわてなくてもいい。自分たちの考えに近い候補者がいなければ、仲間の中から推薦す

るという手もある。若者は長く生きられるのであるから、気分よく生を全うした方が

よい。「お任せ政治」の犠牲者は若者自身である。

 
４．世界の若者が目覚めた

　私は中学1年13歳の時に、アメリカ軍の空爆により我が家と学校をを焼かれ「疎開



っぺ」という名の難民となったが、パキスタンの少女ナビラ・レフマンさんは12歳の時
、アメリカの空爆により祖母を亡くし、紛争の拡大により学校へも通えなくなったと

いう。（2016年2月23日東京新聞夕刊）「空爆より教育を下さい」と題する記事であ
った。先に、同じパキスタンの少女マララさんはノーベル平和賞受賞に際し、「女子に

も教育が受けられるように」と言ったと伝えられた。

　アメリカではオバマ氏の次の大統領を選ぶための予備選が始まった。既成政治家への

若者の反発が強いと報じられている。誰が当選するかまだ分からないが、目覚めた若者

の動きが大きな影響を与えることは間違いない。候補者は、核兵器を減らし、平和をも

たらし、格差を減らすことを主張せざるをえなくなっている。アメリカの若者の目覚め

が世界に広がり、急速に世界の若者が目覚めることになる。「若者国際連合」が国連の

主導権をにぎり、平和で、自由で、平等な世界の実現に向け活動をする日は近い。

　過去の歴史を見ても、世の中を変えてきたのは若者である。日本では明治維新を推進

したのは若者であった。現代の日本の若者がどういう活動をするのかしないのか世界が

注目している。変化や動きはどんどんスピードアップして早くなっている。21世紀をど
ういう世紀にしたいのか、そのために自分はどういう役割を演じるのかが問われている

。

　私はたびたび書いてきたように、「21世紀は平和と環境の世紀」になると信じている
。人類の歴史を見ても、何千年かかっても、「人類普遍の原理」の実現を求めて歩み続

けてきたことが分かっている。「基本的人権の尊重」、「人類は平等」を国際常識とし

、間もなく「恒久平和」を実現するところまできている。最後の仕上げは現代の若者に

委ねられている。

　私は植民地支配の行われていた地図を見て知っているが、1945年以降「人類は平等」
ということが国際常識として確立し、植民地にされていた国々が次々と独立したことを

、生きていながら体験できた。私は、人類が間違いなく良い方向に向かってきている人

類史の生き証人でもある。私は植民地にされていた国々の人々には何の役にも立ってい

ないが、現代の若者には最後の仕上げを自分の手でやれる立場が待っている。これほど

やりがいのある人生がほかにあるだろうか。

　

 
　　

　　

 
 



 



あとがき

  歴史に学ぶことは大事なことである。しかし権力者が教える歴史には権力者に都合よ
く修正されているものがある。私が子供のころ学校で習った日本史は皇国史観（こうこ

くしかん）という、万世一系の天皇が統治する、他国にない優秀な神の国であった。

1945年太平洋戦争の敗戦によって、天皇は神ではなく普通の人であることが子どもにも
わかった。

   戦争が終わったおかげで、私は命長らえ80歳を越えることになった。最近気づいたこ
とだが、私自身日本の現代史の中で、身をもって体験してきたことをまとめれば、一つ

の民衆史になるということである。私は一市民で権力者ではないから、自分に都合よく

歴史を修正する必要もない。ただ私の記憶違いや記憶漏れはあるかもしれない。しかし

、民衆の一人が自分の体験と体験をもととした意見を言うことは、一向にかまわないこ

とであり、表現の自由や民主主義につながることと思ったのである。

　これを若い人が読んで、自分の人生や日本の今後についてどう考え、どう行動するか

は若い人達に任せればよいと思う。歴史に学ぶことは重要なこととだけ言っておきたい

。

　私は40歳の時にこの国の問題点を考え、その対策を提案し、さらに40年後私の80歳の
時に同じように問題点と対策を考え、2013年に「日本の選択」と題して出版し従来の書
店ルートで世に問うたが、メインの読者として想定した若い人たちに読んでもらえなか

った。そこで若い人達に読んでもらうためには、電子書籍として公開するのが一番と知

った。

　そこでその後電子書籍として、第1作「戦争は怖い！」、第2作「テロをなくす」、第
3作「みんな生きる」、第4作「みんな目覚めた」と公開した。2016年3月私は申年なの
で年男であるが、自分自身の体験を主として、今後の日本の進むべき方向や世界での日

本の役割を提案した「若者が目覚めた」を同じように公開した。

　政府は2015年末韓国との間で「慰安婦問題」の合意をしたが、その時に首相は不可逆
的にという言葉を使った。つまりこれが最後であってその問題に責任のないひとたちに

いつまでも謝らせたくないという気持ちだと言った。私も当時子供であったから責任は

ないと思うが、実態の一部は聞いていた。国家ぐるみであったかどうかはわからな

いが、1950年代後半まで日本に政府公認の公娼制度があったのは知っている。慰安婦問
題に限らず、植民地にしていたことは事実であるから、「植民地支配は悪」という今の

国際常識からみれば謝るべきと思っている。植民地支配で受けたもろもろの利益の上に

今の日本の繁栄があり、私も何らかの恩恵を受けているかもしれない、と思う。私は空



爆により家を焼かれたが、その怖さは生涯忘れない。期限は加害者側が決めるのでは

なく、被害者側が決めるのである。

　歴史の事実を知り、今の国際常識をも勘案して、今後の人達の判断に任せるのがよい

のではないか。

 


